
ティーチング・ポートフォリオ
大学名︓大手前大学 所属︓国際看護学部 名前︓藤井 ひろみ 作成日︓2025年１月９日 

１．教育の責任 
国際看護学部の教育理念である多様性への理解と受容及び看護の実践力を有する人材育成の一翼を担っています。 

２．教育の理念 
新しい命を育み家族を形成していく周産期にある母と児の身体的・心理的・社会的特性をふまえ、そのウェルネスの維持・増進のために

必要な看護の知識・技術・態度を教授する。 

女性とその家族に関わる看護援助を、エビデンスに基づいて教授する。 

教育活動の全過程を通じて学生を尊重し、エンパワーする。 

３．教育の方法 
【4年間を通じた教育】 

2年次「母性健康看護学概論」「多様性とウィメンズヘルス」では、人間のセクシュアリティの生理的、社会的、国際的な特徴を教授し、

3 年次の「母性看護援助論Ⅰ・Ⅱ」で、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の看護実践技術を教授したうえで、3 年次「母性看護

学実習」、4年次「統合看護学実習（母性）」で実際の対象への展開ができるよう、教授／学習活動を積み重ねています。 

学習の積み重ねに困難を生じる学生には、2 年次からオフィスアワーを活用してチュートリアルを実施し、個別対応をしています。毎年、

この制度を 20～30 人程度の学生が利用しています。制度を利用しない学生に対しても、この制度があることを知ってもらうことで、質

問や相談がしやすい空気を醸成しています。 

他に「医療関係法規」の科目責任者として、看護および母子に関する法律の教授を担当しているほか、「看護研究Ⅱ」では科目責任

者として学部全体の卒業研究の進捗状況を把握し、学部内の教育内容の統合が図れるようにしています。卒業論文指導は年間を

通じて行い、インタビューや量的調査、文献レビューなど様々な研究方法の指導に当たり、全員が卒業論文を作成しています。 

【講義・演習・実習のつながりと、教材や演習内容等の開発】 

講義では、単元に応じた最新の政府統計や国際機関刊行物、学術論文から引用した資料を活用し、学生の知的好奇心を喚起しつ

つ、母性看護学の最新動向を踏まえています。演習では、周産期（妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期）のウェルネスに焦点をあて

た看護実践能力を、教示と繰り返しの練習などを通じて学べるようにしています。 

英語教材は政府資料及びオリジナルの資料を併用し、母性看護を必要とする多様な対象者に“やさしい日本語”と英語を併用したコ

ミュニケーションへの動機づけを行っています。「母性看護援助論Ⅰ」は、学生が 2 年次に促してきたノートテイクを発展させ、ノート型の

教材を作成しました。さらに演習に関しては、医療機関内のみならず、地域母子保健の役割や実際を授業・演習・実習を通じて教授

できるよう、2024 年度はゲストスピーカー授業内で育児中の女性にも体験を語ってもらうなど、育児に関連する経験の少ない現代の

看護学生に有効な学修を模索しています。新カリキュラム下で次年度新設される「地域連携継続演習Ⅰ・Ⅱ」で、今年に出会った母

子を数年後に家庭訪問するよう計画し、看護新カリキュラムのねらいの先を行く教育を実施しようとしています。

【母性看護学領域以外の教育】

学部長として、全学生やその家族等への丁寧でタイムリーな対応や、教職員とのコミュニケーションのもとに学部方針の的確な策定や実

施に努め、それにより学部全体の教育力が最大化するように活動しています。国際学術協定校との関係強化や MOU の延長、新規

締結など、国際看護学部での看護教育をより豊かに実施できる環境整備を不断に行っています。

大学院の研究科目群を通じた教育と、助産実践科学の教育では「助産管理」を通じて管理業務の基盤にある助産師の実践にも言

及するなど、担当する教育の幅や奥行きは増しています。

４．教育の成果 
個別指導の成果として、講義終了時の中間・定期テストは平均 70 点以上となっています。学生アンケート結果は平均を上回ってお
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り、学習満足度は総じて高いと受け止めています。加えて、チュートリアルで個別に意見を聞き、それに基づいて課題の内容を変更する

など、学習効果を高めるようにしています。講義・演習内での学生の発表は活発です。実習指導者合同協議会などを通じ、実習指導

者からの評価も良好な状況です。国家試験対策でも学生の評価を得ており、対策講義などを実施した後、学生の模試結果も順調に

伸長しています。 

 
５．改善への努力と今後の目標 
授業アンケートの回答率が低く、様々なアナウンスを凝らしているが、改善が見られないことから、授業時の入力を徹底して促す方針で

す。 

母性看護学領域長として、若手教員の育成や能力開発支援をこれまでも行ってきたが、その成果とさらなる目標として、演習科目の

単元分担の変更・更新を掲げ、次年度の若手教員が活用できるような教材開発を行いました。次年度はそれらを活用し、実際に単

元や教員の役割変更を実践します。 

  

【添付資料】  
① シラバス「母性健康看護学概論」「多様性とウィメンズヘルス」「母性看護援助論Ⅰ」「母性看護援助論Ⅱ」「母性看護学実習」

「看護研究Ⅰ」「看護研究Ⅱ」 

② 開発教材（「看護研究Ⅱ」「母性看護援助論Ⅰ」授業資料抜粋） 

③ 学生アンケート（2023年度春学期） 

 

②のみ下記に一部掲載 
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